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地球温暖化地球温暖化地球温暖化地球温暖化をわかりやすくをわかりやすくをわかりやすくをわかりやすく解説解説解説解説！！！！

「「「「どんぐりポイントどんぐりポイントどんぐりポイントどんぐりポイント」」」」のののの学習教材配布先学習教材配布先学習教材配布先学習教材配布先をををを募集募集募集募集

CFPオフセットポイント推進委員会（所在地：東京都東久留米市本町1-4-1）は、経済産業省の平成25年度

「見える化」制度連携活性化事業費補助事業として、カーボンオフセットを普及・促進する「どんぐりポイント制度」

を2013年11月1日（金）よりスタートし、商品・サービスへの導入を進めています。この度、これからの日本を支え

ていく若い世代の認知獲得と環境活動への参加促進を図るべく、小学校向けに「どんぐりポイント」の学習教材を

作成し、配布先の教育機関の募集を開始します。

2014年2月21日

CFPオフセットポイント推進委員会

◆◆◆◆配布教材概要配布教材概要配布教材概要配布教材概要

○配布教材名：「未来にきれいな地球を残すために」

発行：CFPオフセットポイント推進委員会

制作協力：株式会社 日本教育新聞社

○教材監修：国士舘大学教授／北俊夫

○教材概要

小学校高学年を主な対象に、地球温暖化のメカニズムや、

CO2削減の取り組みをわかりやすく伝えるとともに、新しい

○配布教材：児童用イメージ（A4ｶﾗｰ/4ページ）

CO2削減の取り組みをわかりやすく伝えるとともに、新しい

取組である「どんぐりポイント制度」を解説しています。

理科、社会、家庭科、朝の会、保護者会等での幅広い

活用機会を想定した内容です。

指導に当たる先生方のために、教員用の解説資料（A4

ﾓﾉｸﾛ/6ページ）もあります。

◆◆◆◆応募方法応募方法応募方法応募方法

○募集受付・発送期間

2014年2月24日～3月31日（最長） ※但し、在庫部数上限に達し次第、募集を終了します。

（募集期間中、教材費及び送料はいただきません）

○応募資格
小学校の授業（主に理科、社会及び家庭科）、朝の会、保護者会等で、教材の活用を予定する方。
※小学校以外の教育機関等での活用をご検討の方は、以下のPR窓口まで、お気軽にお問い合わせください。

○応募方法
「小学校向け啓発資料『どんぐりポイント制度』ご案内申込書」に必要事項を記入し、FAXでお申し込みください。
※申込書はインターネットでダウンロードできます
（http://www.kyoiku-press.com/uploads/smartsection/images/item/plan/pdf/Donguri_Point.pdf）。

【お問い合わせ先】どんぐりポイント制度／学校向けPR窓口 （日本教育新聞社内 担当：吉岡）
郵便番号105-8436 東京都港区虎ノ門1-2-8 虎の門琴平タワー8階
TEL：03-5510-7803 FAX：03-5510-7802 ※平日9時～17時にお問い合わせください。
インターネットでの応募も可能です。WEB:  https://www.kyoiku-press.com/donguripoint.html



＜＜＜＜本件本件本件本件にににに関関関関するおするおするおするお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先＞＞＞＞

CFPオフセットポイント推進委員会（株式会社インテージリサーチ内） 担当：西、山下
電話番号：042-476-5323／FAX番号：042-476-1388 （電話受付時間：平日 10時～16時）

MAIL：info@donguripoint.jp 公式HP：http://www.donguripoint.jp

CFPオフセットポイント推進委員会は、以下の1団体3企業により構成されています。

株式会社インテージリサーチ・一般社団法人産業環境管理協会・株式会社アサツー ディ・ケイ・株式会社文化放送開発センター

◆◆◆◆「「「「どんぐりポイントどんぐりポイントどんぐりポイントどんぐりポイント」」」」とはとはとはとは？？？？

「どんぐりポイント」とは、「カーボンフットプリント（ＣＦＰ）を活用したカーボン・オフセット製品・
サービス」の普及促進とともに、地球温暖化防止や対策を中心に、さまざまな環境活動を
支援するために創設されたポイントです。
※カーボンフットプリント（ＣＦＰ）とは、製品やサービスのライフサイクル全体（原材料の調達から、製造、流通、

使用、廃棄まで）で排出したCO2を算出して「見える化」する仕組み。

「ライフサイクルで排出されるCO2に配慮した製品やサービス」の普及が進むだけでなく、
そのポイントを収集する様々な団体（学校、地域、ＮＰＯ、サークルなど）が、環境に配慮し
た商品やサービスと交換したり、環境活動に寄付したりすることで、社会全体に環境配慮を
どんどんひろげていくことを目指しています。


